
柏市のいじめの状況と
未然防止・早期対応の
取り組みについて
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柏市教育委員会児童生徒課

資料②
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本日の内容

１．いじめの定義・認知
２．柏市いじめ状況調査
３．いじめの未然防止・早期対応

の取り組みについて
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「子どもがいじめを苦に、自ら尊い命を
絶つような事態は何としても防がなけれ
ばならない」

【「柏市いじめ防止基本方針」理念】

子どものわずかな変化も見逃さない

未然防止・早期発見・早期対応

１．いじめの定義・認知
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【いじめの定義】＜昭和６１年度から平成１８年までの定義＞

①自分より弱い者に対して一方的に
②身体的・心理的な攻撃を継続的に加え
③相手が深刻な苦痛を感じているもの

「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍す
る学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係
のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与
える行為（インターネットを通じて行われるものも含む。）で
あって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を
感じているもの」とする。なお、 起こった場所は学校の内外
を問わない。 ※いじめ防止対策推進法（第２条第１項）

いじめは「いつでも，どこでも，どの
児童生徒」にも起き得るという意識

＜平成２５年から現在＞



ア．いじめに係る行為の解消

被害者に対する心理的又は物理的な影響（インターネ
ットを通じて行われるものを含む）が止んでいる状態が

３か月継続していること。

イ．被害児童生徒が心身の苦痛を受けていないこと
いじめが解消しているかどうかを判断する時点におい

て，被害児童生徒がいじめの行為により心身の苦痛を
感じていないと認められること。
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【いじめの解消について】

柏市いじめ防止基本方針より

加害者への指導や謝罪をもって
安易に解消と判断しない



調査対象
平成３０年度

柏市内小学校 ４２校：２２，００７人
柏市内中学校 ２１校： ９，８７９人

（生徒数:平成３０年５月１日現在）
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２．平成３０年度柏市いじめの状況調査
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いじめ認知件数の推移
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いじめの態様（小学校）
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いじめの態様（中学校）
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いじめの学年別内訳（中学校）
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（平成３０年度問題行動調査より）



柏市教育委員会
いじめ防止対策

『STOP it』アプ
リの相談状況
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STOPitアプリ相談状況（平成３０年度）

•平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで

相談件数 １６５件
中１：１０５件 中２：４２件 中３：１６件 その他 ：２件

16

１．本人のいじめについて ３９

２．本人以外のいじめについて １０

３．部活動について １

４．ネットトラブルについて ７

５．教員の指導について ３７

６．その他の相談について ３８

７．相談以外（挨拶や問い合わせ等） ３３

合計（件） １６５

※平成31年3月31日現在

いじめをはじめと
した様々な相談に
対応

平成
３０年度

やまびこ
電話相談

４０

Ｅメール
相 談

１



いじめの認知件数・相談件数

兆候を一早く把握し、的確かつ迅速に対応

① いじめ防止をテーマとした授業の実施
②「チーム」での指導及び相談体制の構築
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増

３．いじめの未然防止・早期対応の取組
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・『個性』や『違い』を認め合う雰囲気
・『いじめの定義』について
・ SOSを出すことの大切さ

① いじめ防止をテーマとした授業の実施

【小学生対象：「いじめ防止授業」の実施 】
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対象学年 学級数 人数

柏一小 １・２・５年 10 339
田中北小 ５・６年 2 50
西原小 ５・６年 7 222
中原小 全学年 20 666
富勢東小 全学年 6 98
豊小 ５年 3 103
松葉一小 ５・６年 6 180
花野井小 ４年 2 42
松葉二小 ５．６年 8 238
風早南部小 ５年 2 40
風早北部小 ５年 5 178
高柳小 ５．６年 7 230

合 計 78学級 2386人

21

いじめ防止授業 昨年度の実績



22

【成果】
・「いじめの定義」についての理解
・教職員のいじめ問題に対しての意識
・学校の実態把握

指導主事が学校に足を運んで
状況を把握する姿勢

【課題】
・低学年の認知件数増加⇒実施が少ない
・周知方法及び授業内容の工夫



【産官学連携による「脱いじめ傍観者教育」を
テーマとした授業の実施】

千葉大学教育学部

柏市教育委員会

ストップイットジャパン（株）
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傍観者の視点でいじめを考え，議論する授業の実施
市内全中学校 第１学年 全クラス

相談・報告しやすいアプリの提供(STOPit)
市内全中学校 全生徒

ネットいじめを許容しない集団の雰囲気を醸成する

ための授業支援の実施
第１弾として

◎いじめを許容しない雰囲気の醸成
〇早期発見 〇抑止力

予防・介入により深刻な事態を防ぐ



成果①

○傍観者に視点を当てた授業の中でアプリを紹介す

ることで，学校と教育委員会が協力して、いじめの

解決に向けて取り組むことができる。

【相談例】
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脱傍観者の意識

「友だちが陰口を叩かれていて、泣いているところ

をよく見ます。助けてあげたいけど、何もできませ

ん。何か助けてあげられる方法はありませんか」



成果②

○これまで誰にも相談できなかった子どもたちの

「悩み」を吸い上げることができている。
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正しいＳＯＳの出し方教育

いじめられた生徒の相談状況(中学校)
（問題行動等調査より）

平成２８年度

２３名

平成２９年度

２９名

平成２７年度

５９名

平成３０年度

２３名

「誰にも相談していない」



成果③

・ネットいじめの抑止力・早期発見
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パソコンや携帯で誹謗中傷やいやなことをされる
（柏市いじめ調査より）

○中学校

平成２８年度

合計 ５０件

平成２９年度

合計 ３４件

○小学校

平成２８年度

合計 ９件

平成２９年度

合計 １５件

平成２７年度

合計 ５７件

平成２７年度

合計 ２件

抑止

平成３０年度

合計 ３９件

平成３０年度

合計 １７件

課題



第２弾「ホウレンソウ（報告・連絡・相談）教育」授業実施
（中学２年生）
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スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）への研修実施

ＳＳＷが各学校で授業を実施できるような体制



学校・教育委員会が一丸となって
いじめ防止に取り組む体制

「チーム」
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②「チーム」での指導及び相談体制の構築
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いじめに組織対応を求めている背景

◎多くの事案で担任一人での抱え込みが見られる

・「自分が解決しなければ・・・」

・「迷惑はかけられない・・・」

・「業務が多忙・・・」

・「いじめに対するネガティブなイメージ」

抱え込みを防ぐために「組織」で対応する
ことが法で定められている。

※法23条第１項
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『組織対応』・・・教職員一人ひとりの意識を高める



教職員に対する研修について

・生徒指導主任連絡協議会
・教育相談担当者研修
・学校警察連絡協議会研修
・初任者研修
・５年経験者研修
・中堅教諭等資質向上研修
・「性同一性障がいや性的指向・性自認
に係る児童生徒への理解と対応」研修
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生徒指導アドバイザー
◎経験豊富な管理職経験者が

• 若手教員や講師を中心に学級経営が不安
定な担任のサポート

• いじめをはじめとする生徒指導上の問題
解決に対する指導・助言

※今年度１７０名以上の講師
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今年度１０名体制

小・中学校３０校に派遣

『組織対応』・・・学校への支援体制



スクールサポーターの配置

• スクールサポーターは学校の要請に基づき，
児童生徒の非行防止や立ち直り支援，学校に
おける安全確保を目的としている。

• 学校内外のパトロール活動への支援

• 対象児童生徒への指導及び助言
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７名体制 ５中学校に配置



生徒指導サポート教員の配置

• 市立中学校において、問題行動・非
行傾向のある生徒への個別支援及び
不登校支援室・相談室等に別室登校
している生徒への学習指導や学級復
帰へつなげるために配置する。
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今年度からスタート
９名体制 ９中学校に配置
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【研修を年間３回実施する】

【巡回指導を実施する（６～７月）】

各学校の実態を把握し，早期対応につなげる



スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の活用
• 問題を抱えた児童生徒に対し，児童生徒が
置かれた環境の問題（家族等）への働きか
けや関係機関等の連絡調整を行う。

• 不登校・いじめ等の問題行動の要因に家庭
環境が考えられるケースに対応

• 適切な指導・援助ができるスーパーバイザ
ーを配置 37

１１中学校区及び学習相談室に１１名配置

虐待 貧困
外国に
ルーツ

発達
課題

養育者の
精神疾患



柏市生徒指導問題対策支援チームの
派遣について

• 児童生徒課指導主事，スーパーバイザー，ＳＳＷ
がチームを組んで行う学校訪問

※問題行動の内容によっては各関係機関の職員に

参加要請。

• 授業参観，ケース会議，職員研修を行う。
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・学校現場の要望に即した対応

・生徒指導の対応の人材育成も兼ねる。



【教育委員会各課室所の指導主事及び特別職により組織】

いじめ問題対策連絡協議会
各種関係機関との連携と問題の協議

【柏市問題対策支援チーム】学校の要請に応じて派遣

いじめ防止対策
推進法１４条① 医師・弁護士・学識経験者等，第三者の参加

困難事例への直接対応

児童生徒課

スクールカウンセラー
（スーパーバイザー）

スクールサポーター

生徒指導アドバイザー

生徒指導担当指導主事

不登校担当指導主事指導課

道徳担当指導主事

スクールソーシャルワーカー

柏市いじめ重大事態
検証委員会

弁護士

学識経験者

医師

地方自治法第１３８条の４第３項
に基づく教育委員会の附属機関

特別支援担当指導主事

少年補導センター指導主事

ＳＳＷ担当指導主事



今後に向けて

【組織体制の強化】

教育研究所から特別支援教育を移管
発達に課題のある児童生徒の支援体制や教育
相談等の機能の充実を図る。
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「いじめの防止等のための基本的な方針（平成29年3月14日文部科学省）
○発達障害を含む、障害のある児童生徒がかかわるいじめについては、教職員
が個々の児童生徒の障害の特性への理解を深めるとともに、個々の教育支援計
画個別指導計画を活用した情報共有を行いつつ、当該児童生徒のニーズや特性
を踏まえた適切な指導及び必要な支援を行うことが必要である。

これまでの取組の成果・課題を踏まえ、柏市いじめ
防止基本方針の改定に向けて準備を進めていく


